










目的

　ある与えられた先天異常または疾病の遣伝機構を推定するには,まずそれが

単因子遣伝の機構にしたがうか,多因子遣伝の機構にしたがうかを予備的に検

討しなければならないが,比較的遅く発症するか,確認が出生後遅延する傾向の

あるもの,不全型として見落される可能性が高いもの,あるいは罹患の性比に著

しいかたよりがみられるものには問題が多い。本研究はその分析法を開発し,

実際の資料に適用して遣伝力の推定にまでおよぶことを目的とする。


